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　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

① 「よみがえる江戸
の子供遊び」

単著

② 改題『抜け参りの
研究』

単著

③ 史料『安政末年伊
勢参宮道中記』

単著

④ 「江戸時代の家出
と抜け参り」

単著
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取得学位

日本歴史学会・地方史研究協議会。近江地方史研究会

日本近世都市史研究・近世庶民生活史研究

立命館大学大学院文学研究科日本史学専攻修士課程修了

博士(文学)

最終学歴

（学術論文）

現在の専門分野

著書､学術論文等の名称

所属学会

研究課題

日本近世史

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

前年度に引き続き法隆寺史の調査・研究を行ったほか、江戸時代の伊勢参りに関する史料研究
をおこなった。とくに、伊勢参宮の接待に関する記録や、参宮日記の翻刻にも従事した。ま
た、観光に関する現地調査もすすめた。この面では世界自然遺産や、地域自然遺産と観光との
関係を、屋久島、霧島、桜島などを中心に文献史料や現地調査をすすめた。これらの調査・研
究は、次年度も引き続きおこなう。

江戸時代のからくり玩具の復元研究を、ことしも学生とともに取り組み、特にからくりの基礎
研究を「仕掛けの素材」というテ－マにして、11月の大学祭で発表させた。また夏休みには一
般市民を対象とした奈良大学からくりおもちゃ教室を3回にわたって開催、ゼミの学生たちをア
シスタントとして、参加者約１７０名の指導にあたった。さらに１月からは伊勢参り宝来講の
第２４回実施を企画して、学生に宝来講事務局をつくらせ、二ヶ月に渡る準備活動をへて、２
月２８日～４日の４泊５日の日程で実施した。参加者は社会人を含め約６０人で、全員が伊勢
参宮日記を作成するなど大きな成果をあげた。

今年度は以下のような講演活動を行った。４月２７日立命館大学奈良県校友会設立５周年記念
総会にて、「江戸時代における奈良の観光都市化」（ホテル日航奈良）、５月３１日佐保カル
チャ－講演会にて、「川路聖謨を育てた奈良の教育力」（奈良女子大学）、９月６日草津宿本
陣講座にて、「寺社参詣と旅の文化」（草津市民センタ－）、１月２４日川路聖謨を讃える会
にて、「川路聖謨と奈良の観光」（奈良市経済会館）、２月１６日だいとう塾にて、「伊勢参
りとおかげ灯籠」（大東市立渉外学習センタ－　アクロス）など。

３月３１日まで学長職をつとめた。

『江戸子供百景』
（河出書房新社）

『福本和夫著作集第3
巻』（こぶし書房）

『奈良史学』第26号

2008年5月

2008年11月20日

2009年1月31日

2009年3月31日 『アリ－ナ2009』
（中部大学国際人間
学研究所）


